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1. 概要

本資料は，Ⅵ-2-別添  7-1「安全対策工事に伴う掘削前の状態における耐震計算の方

針」に基づき，復水貯蔵タンク遮蔽壁について，安全対策工事に伴う掘削前後の状態に

おける耐震評価に関して説明するものである。復水貯蔵タンク遮蔽壁は，

構造物に対し

て掘削による影響が考えられるため，掘削前後の耐震条件の比較を行うこととする。 

2. 評価方法

復水貯蔵タンク遮蔽壁の安全対策工事に伴う掘削前後の状態における地震応答解析は

図 2－1 に示すとおり，施設近傍の２号機原子炉建物（東西）（Ａ－Ａ断面）を評価対

象断面とする。掘削後のモデルを図 2－2 に，掘削前のモデルを図 2－3 に示す。 

それぞれのモデルにおいて，復水貯蔵タンク遮蔽壁中心位置に最も近い地表面の節点

における最大応答加速度及び応答スペクトルを算出し，掘削前後で比較する。 

図 2－1 評価対象断面（Ａ－Ａ断面） 
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図 2－2 地震応答解析モデル（掘削後の解析モデル） 
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図 2－3 地震応答解析モデル（掘削前の解析モデル） 
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2.1 掘削箇所の投影方法 

復水貯蔵タンク遮蔽壁の                               図 2－4 に示すとおり，Ａ

－Ａ断面に最も近い掘削箇所の掘削後の状態を投影する。掘削後のモデルに投影す

る掘削形状は，図 2－5 に示すとおり，実際の掘削形状を包絡するように設定し

た。 

図 2－4 掘削箇所の投影方法 
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図 2－5  掘削形状の反映方法 
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3. 評価結果

評価結果のうち最大応答加速度を表 3－1 に示す。最大応答加速度が掘削後のモデル

において水平，鉛直共に大きくなることを確認した。また，図 3－1 に示すとおり，掘

削前後のモデルにおいて，復水貯蔵タンク遮蔽壁の固有周期（水平：約 0.04s，鉛直：

約 0.01s）において掘削後の応答が大きくなることを確認した。 

以上より，掘削後の状態における解析モデルの応答加速度が，掘削前の加速度を上回

ることから，掘削後の耐震評価が掘削前の評価を包絡することを確認した。 

表 3－1 最大応答加速度 

図 3－1 応答スペクトル 
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名称 
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及び床面高さ 

（m） 
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(m/s2) 
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